
山
内　

政
夫
（
政
和
会
）

●
地
域
協
議
会
・
審
議
会
終
了
に
伴
う
方
針
は

●
嘱
託
員
・
区
長
の
身
分
変
更
の
内
容
は

●
職
員
の
年
齢
別
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
平
準
化
は

　
　

コ
ロ
ナ
渦
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る

市
内
事
業
者
の
実
態
と
支
援
策
は
ど
う
か
。

市
長　

感
染
拡
大
を
踏
ま
え
飲
食
店
等
を

対
象
に
営
業
時
間
の
短
縮
が
要
請
さ
れ
た
。

２
月
８
日
の
時
短
解
除
後
も
直
接
的
に
取

引
の
あ
る
事
業
者
や
、
関
連
事
業
者
等
、

多
く
の
事
業
者
が
い
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
本
年
を
コ
ロ
ナ
元
年
と
位
置
づ
け
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
と
危
機
感
を
克
服
し
、
平

戸
な
ら
で
は
の
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
よ
り
一
定
の
数
値
ま
で
回
復
が
見

ら
れ
た
が
、
第
３
波
と
と
も
に
各
施
設
が

厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
飲
食
店
等
に

対
す
る
時
短
協
力
金
の
支
給
も
行
っ
て
い
る

が
、
取
引
先
業
者
や
飲
食
店
と
直
接
取
引

が
な
い
事
業
者
お
い
て
も
第
３
波
に
よ
る
感

染
拡
大
の
経
済
的
影
響
や
ダ
メ
ー
ジ
は
非

常
に
大
き
い
と
理
解
し
て
い
る
。
対
象
外

事
業
者
に
つ
い
て
、
県
・
市
共
同
事
業
と
し

て
本
年
１
月
、
２
月
の
売
上
対
前
年
同
月

比
ま
た
は
対
前
々
年
比
50
％
以
上
の
減
少

者
に
対
し
、
一
律
20
万
円
の
支
給
に
つ
い
て

県
よ
り
提
案
が
あ
り
、
市
も
独
自
の
支
援

策
を
検
討
し
て
い
る
。

農
林
水
産
部
長　

水
産
業
つ
い
て
外
食
産

業
の
低
迷
に
関
連
し
魚
価
安
な
ど
に
よ
り

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
水
産
振
興

協
議
会
か
ら
の
意
見
も
頂
き
、
共
同
利
用

施
設
な
ど
に
必
要
な
固
定
経
費
に
つ
い
て

一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

空
き
家
の
実
態
と
対
策
は
。

建
設
部
長　

本
市
の
空
き
家
の
件
数
は
27

年
度
調
査
で
１
，２
７
３
件
で
あ
る
。
ま
た
、

令
和
３
年
度
で
全
市
的
な
空
き
家
調
査
を

実
施
し
、
調
査
後
の
デ
ー
タ
を
特
定
空
き

家
等
へ
の
認
定
や
朽
ち
果
て
る
前
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
誘
導
も
促

し
て
行
く
。

総
務
部
長　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
推
進
に

つ
い
て
、
３
年
度
空
き
家
等
対
策
計
画
策
定

事
業
の
調
査
結
果
を
活
用
し
、
空
き
家
の

所
有
者
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

　
　

空
き
家
の
利
活
用
、
課
題
解
決
に
向

け
た
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
先
の
負

担
が
大
き
く
な
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
行
く
の
か
。

市
長　

財
政
的
な
措
置
も
当
然
だ
が
、
１
，

０
０
０
万
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
ず
っ
と
田
舎
に
住

み
た
い
農
業
を
志
す
動
き
方
等
、
国
も
政

策
的
に
描
い
て
い
る
。
庁
内
に
横
断
的
な

対
策
本
部
を
つ
く
り
、
民
間
リ
フ
ォ
ー
ム
業

な
ど
の
様
々
な
知
恵
、
技
術
を
借
り
た
チ

ー
ム
づ
く
り
検
討
し
た
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
課
題
は

市
長　

14
億
６
千
万
円
で
日
本
一
に
、
次

年
度
に
26
億
円
超
で
本
市
寄
付
額
の
ピ
ー

ク
と
な
っ
た
。
こ
こ
数
年
は
６
億
円
強
で
推

移
し
て
い
る
も
の
の
、
ピ
ー
ク
時
の
４
分
の

１
で
あ
る
。
次
年
度
以
降
、
再
度
寄
付
額

の
向
上
に
向
け
て
新
た
な
展
開
を
考
え
て
い

き
た
い
。

　
　

次
年
度
か
ら
交
付
税
が
一
本
算
定
に

な
る
。
合
併
特
例
債
も
な
く
な
り
、
こ
れ

か
ら
更
な
る
舵
取
り
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

財
務
部
長
と
し
て
、
こ
の
財
源
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

財
務
部
長　

年
々
厳
し
く
な
る
自
主
財
源

に
お
い
て
、
使
い
勝
手
の
い
い
財
源
と
い
う

こ
と
で
、
今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
な
く
し
て

の
予
算
編
成
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

今
年
２
月
に
４
団
体
が
生
産
者
と
事

業
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
声
が
あ
っ
た
か
。

財
務
部
長　

寄
付
額
が
年
々
減
少
し
て
い

る
状
況
か
ら
行
政
に
対
し
て
厳
し
い
意
見

や
不
満
も
か
な
り
あ
る
こ
と
が
伺
え
た
。
事

業
者
の
期
待
が
依
然
と
し
て
大
き
い
こ
と
を

受
け
止
め
、
市
の
自
主
財
源
と
し
て
も
寄

付
額
の
向
上
に
再
度
取
り
組
み
た
い
。

　
　

こ
れ
ま
で
、
行
政
が
企
画
・
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
担
っ
て
き
た
が
、
民
間
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
も
考
え
ら
れ
る
。
市
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

県
内
に
も
飛
躍
的
に
伸
ば
し
て
い

る
自
治
体
も
複
数
あ
る
。
こ
れ
ま
で
自
治

体
や
生
産
者
が
行
っ
て
き
た
業
務
を
一
括
し

て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
こ
と
で
寄
付
額

の
増
額
に
加
え
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

も
寄
与
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
推
進
方

法
を
検
討
し
た
い
。

　
　

前
回
平
成
29
年
の
一
般
質
問
か
ら
現

在
ま
で
の
若
者
・
子
育
て
世
代
の
住
宅
の

充
足
は
。

建
設
部
長　

近
年
の
申
し
込
み
は
全
体
の

46
％
（
平
成
29
年
度
比
19
％
増
加
）
で
あ
り
、

更
に
、
こ
の
う
ち
入
居
率
は
約
39
％
（
平

成
29
年
度
比
16
％
減
）
で
あ
る
。

　
　

若
者
の
流
出
に
住
環
境
の
問
題
が
あ

り
、
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
る
。
市
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

は
、
若
い
世
代
を
ど
う
や
っ
て
こ
の
地
に
と

ど
め
置
く
か
で
あ
る
の
で
、
民
間
と
の
連
携

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
形
で
支
援
で
き
る
か
、

し
っ
か
り
と
研
究
し
た
い
。　
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大
久
保　

堅
太
（
大
地
の
会
）

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

●
若
者
定
住
に
つ
い
て

神
田　

全
記 （
伸
天
会
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
よ
る
地
域

　

経
済
の
状
況
は

●
空
き
家
の
実
態
把
握
お
よ
び
対
策
は

QQ
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●
公
立
病
院
の
方
向
性
と
私
立
病
院
と
の

　

連
携
に
つ
い
て

　
　

地
域
協
議
会
・
審
議
会
制
度
が
終
了

す
る
が
、
地
域
の
重
要
案
件
等
に
つ
い
て
今

後
の
地
域
住
民
へ
の
説
明
、
意
向
調
査
意
見

取
り
ま
と
め
を
す
る
等
、
貴
重
、
且
つ
有

効
な
組
織
・
場
所
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、

今
後
の
対
処
方
針
な
り
、
考
え
を
も
っ
て
お

ら
れ
る
か
。

市
長　

嘱
託
員
・
区
長
の
皆
様
に
は
、
こ

れ
ま
で
も
地
域
と
市
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
尽

力
戴
い
て
い
る
。
又
、
区
長
各
位
で
組
織

し
て
戴
い
て
い
る
区
長
会
は
地
域
の
意
見
や

課
題
を
集
約
し
て
要
望
を
行
う
等
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
昨

年
、
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
が
市
内
全

地
区
で
設
立
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
区

長
会
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
連
携

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

令
和
2
年
度
か
ら
嘱
託
員
・
区
長
の

身
分
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
分
か
り
難
い
と

の
話
も
あ
る
。
改
め
て
、
確
認
し
た
い
。

総
務
部
長　

地
方
公
務
員
法
上
に
「
非
常

勤
特
別
職
」
と
云
う
公
務
員
の
身
分
が
あ
り
、

嘱
託
員
を
こ
れ
に
「
任
用
」
し
て
い
た
が
、

令
和
2
年
度
か
ら
、
そ
の
任
用
要
件
が
厳

格
に
な
り
、
嘱
託
員
を
特
別
職
（
公
務
員
）

と
し
て
任
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
嘱
託
員
を「
私
人
」へ
の「
委
嘱
」

と
い
う
形
態
に
変
更
し
た
。
た
だ
、
取
扱

事
務
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
変
更

は
無
い
と
考
え
る
。

　
　

市
職
員
の
年
齢
別
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が

大
変
い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ

ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
来
た
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

波
が
大
き
い
と
、
職
務
の
継
続
・
継
承
等

に
不
都
合
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
例
え
ば

「
一
年
間
の
正
規
職
員
採
用
を
８
名
か
ら
10

名
以
内
を
上
限
と
す
る
」等
の
、
い
わ
ば「
目

安
的
上
限
枠
」
と
云
う
も
の
が
考
え
ら
れ

な
い
か
提
言
す
る
。

市
長　

職
員
採
用
に
つ
い
て
は
、
毎
年
重
要

な
課
題
と
捉
え
て
、
人
事
課
、
総
務
部
長
、

副
市
長
と
も
協
議
を
し
て
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
毎
年
採
用
す
る
枠
を
定
量
的
に
目
安

を
つ
く
る
の
も
、
安
定
的
な
人
材
確
保
に
な

る
が
、
や
は
り
弾
力
的
な
柔
軟
性
を
持
っ
て
、

幅
広
い
年
齢
層
で
人
材
を
受
け
入
れ
て
い
く

と
云
う
シ
ス
テ
ム
も
考
慮
し
な
が
ら
組
織
作

り
に
尽
力
し
た
い
と
思
う
。

QQ QQ
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地
域
医
療
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
方
向

性
、
考
え
方
、
又
、
市
民
病
院
と
市
内
民

間
病
院
と
の
連
携
等
の
協
議
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　

地
域
住
民
の
健
康
維
持
・
増
進
を

目
的
と
し
て
、
医
療
機
関
が
行
政
・
地
域

の
住
民
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
む
総
合

的
な
医
療
活
動
と
疾
病
の
治
療
に
加
え
、

予
防
、
保
健
、
福
祉
、
介
護
な
ど
幅
広
い

分
野
に
及
ぶ
と
さ
れ
、
地
域
医
療
の
実
践

に
よ
り
、
住
民
の
健
康
の
増
進
は
も
と
よ
り
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

平
戸
市
は
、
高
齢
化
率
が
全
国
の
平
均
を

大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
高
齢
者
の
健
康
維

持
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、
早

く
か
ら
医
療
・
保
健
、
福
祉
・
介
護
が

一
体
と
な
っ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
救
急

医
療
に
お
い
て
は
、
市
内
の
各
医
療
機
関

に
お
い
て
初
期
救
急
か
ら
２
次
救
急
ま
で
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
公
立
病
院
と
民
間
病

院
が
連
携
し
た
救
急
医
療
提
供
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。
加
え
て
、
休
日
・
祝
日
の

初
期
救
急
医
療
の
対
応
で
あ
る
在
宅
当
番

医
制
整
備
事
業
や
、
２
次
医
療
圏
内
で
の

救
急
医
療
の
完
結
を
目
的
と
し
た
病
院
群

輪
番
制
病
院
運
営
事
業
、
救
急
医
療
協
力

病
院
運
営
事
業
な
ど
の
市
の
支
援
事
業
も

医
師
会
や
各
医
療
機
関
が
連
携
し
て
行
っ
て

い
る
。

　
　

平
戸
市
立
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
協
議
経
過
や
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

病
院
局
長　

市
立
病
院
の
医
療
提
供
体
制
、

経
営
の
効
率
化
、
経
営
形
態
に
つ
い
て
と
生

月
病
院
の
方
針
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
や
医
師
不
足
な
ど
厳
し
い
環
境

に
あ
る
も
の
の
、
公
立
病
院
と
し
て
の
地
域

の
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
を
支
え
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
規
模
の

縮
小
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
存
続
さ
せ

て
い
き
た
い
旨
の
意
向
を
伝
え
、
協
議
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
生
月
病
院
の
現
状

に
お
け
る
収
支
改
善
策
と
し
て
は
、
一
般
病

床
60
床
を
16
床
削
減
し
44
床
と
し
、
そ
の

う
ち
回
復
期
病
床
で
あ
る
地
域
包
括
ケ
ア

病
床
へ
20
床
転
換
し
、
診
療
報
酬
単
価
の

増
収
に
よ
り
経
営
改
善
が
見
込
め
る
も
の

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
は
、

病
床
回
復
期
機
能
へ
の
転
換
や
在
宅
復
帰

支
援
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。　
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